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議
員

二
十
一
年
度
当
初
予

算
に
、
債
務
負
担
行
為
と
し

て
（
仮
称
）
次
期
環
境
事
業

セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
や
運
営

費
が
そ
れ
ぞ
れ
一
四
〇
億
円

を
超
え
る
費
用
で
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
額
の

算
出
根
拠
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

公
設
民
営
方
式

の
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
や
民
設
民
営

方
式
の
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
に
よ
り
、

ご
み
を
同
程
度
の
規
模
で
溶

融
処
理
し
て
い
る
自
治
体
の

先
行
事
例
の
落
札
価
格
を
基

に
、
建
設
費
と
運
営
費
を
算

出
し
た
。

議
員

現
在
の
焼
却
炉
は
建

設
費
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対

策
工
事
を
併
せ
て
一
炉
当
た

り
約
二
〇
億
円
で
あ
る
が
、

新
た
な
焼
却
炉
は
一
炉
当
た

り
約
五
〇
億
円
で
あ
る
。
高

額
に
な
る
理
由
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

新
た
な
焼
却
炉

の
処
理
能
力
は
現
在
の
焼
却

炉
よ
り
高
く
、
一
炉
当
た
り

九
八
�
か
ら
一
〇
五
�
と
な

る
た
め
ピ
ッ
ト
容
量
等
も
大

き
く
な
る
。
ま
た
、
よ
り
高

度
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策

や
発
電
施
設
等
の
設
置
も
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
焼

却
施
設
の
グ
レ
ー
ド
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現

在
の
施
設
は
建
設
時
か
ら
二

五
年
近
く
が
経
過
し
て
お
り
、

物
価
の
上
昇
等
の
経
済
的
要

因
も
合
わ
せ
建
設
費
が
当
時

よ
り
高
額
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

議
員

次
期
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー
の
供
用
開
始
ま
で
の
予

定
を
伺
い
た
い
。

企
画
部
長

二
十
一
年
度
中

に
民
間
事
業
者
と
契
約
を
締

結
し
、
二
十
二
年
度
か
ら
二

十
四
年
度
に
か
け
て
新
た
な

施
設
の
建
設
を
行
い
、
二
十

五
年
度
か
ら
の
供
用
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。

議
員

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
炉
の
一
号
炉
に
お
い

て
、
排
出
基
準
値
を
超
え
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
検
出
さ

れ
、
緊
急
停
止
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
立
ち
入
り
検
査

の
測
定
結
果
が
出
て
い
な
い

三
号
炉
も
操
業
を
停
止
さ
せ
、

二
号
炉
は
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
停
止
中
で
あ
る
。

再
開
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

一
号
炉
に
つ
い

て
は
改
善
計
画
の
提
出
後
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
測
定
す

る
が
、
結
果
が
出
る
ま
で
に

最
低
一
か
月
を
要
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
四
月
中
旬
ま
で

再
開
は
不
可
能
と
考
え
る
。

二
号
炉
は
平
成
二
十
一
年
三

月
十
六
日
か
ら
稼
動
予
定
で

あ
り
、
三
号
炉
は
測
定
結
果

が
出
た
段
階
で
稼
動
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

議
員

稼
働
再
開
ま
で
の
間
、

ご
み
は
ど
の
よ
う
に
処
理
す

る
の
か
。

環
境
部
長

現
在
、
近
隣
市

町
に
ご
み
の
受
け
入
れ
を
要

請
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
協
力
が
得
ら
れ
る
状
況

で
あ
る
。

議
員

災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
、
災
害
時
要
援
護

者
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
入

手
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員

な
ど
と
情
報
を
共
有
し
て
い

る
の
か
。

福
祉
部
長

高
齢
者
の
情
報

に
つ
い
て
は
民
生
委
員
児
童

委
員
に
依
頼
し
、
一
人
暮
ら

し
や
寝
た
き
り
、
認
知
症
の

方
を
対
象
に
訪
問
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
障
が
い
者
に
は

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

居
宅
者
に
同
意
書
を
送
付
し
、

返
送
を
依
頼
し
て
い
る
。
回

答
者
の
う
ち
、
同
意
を
得
た

方
の
名
簿
を
作
成
し
、
民
生

委
員
児
童
委
員
と
自
主
防
災

組
織
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

議
員

情
報
提
供
に
対
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
同
意
者
の
割
合

を
伺
い
た
い
。

福
祉
部
長

二
十
年
度
は
、

高
齢
者
は
対
象
者
が
三
三
〇

〇
人
の
う
ち
三
一
〇
八
人
で

同
意
率
が
九
四
・
二
％
で
あ

り
、
障
が
い
者
は
対
象
者
九

二
一
七
人
の
う
ち
二
二
九
四

人
で
、
同
意
率
が
二
四
・
九

％
で
あ
る
。

議
員

今
後
の
情
報
共
有
や

活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
を
聞
き
た
い
。

福
祉
部
長

全
体
計
画
策
定

の
中
で
要
援
護
者
の
範
囲
を

絞
り
込
み
、
自
主
防
災
組
織

や
福
祉
関
係
機
関
等
と
情
報

の
共
有
を
行
う
場
合
の
個
人

情
報
保
護
の
在
り
方
な
ど
を

定
め
、
情
報
の
有
効
か
つ
積

極
的
な
活
用
が
図
れ
る
体
制

を
整
え
て
い
く
。

議
員

要
援
護
者
個
別
の
具

体
的
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

関
係
者
で
共
有
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

防
災
危
機
管
理
部
長
・
福
祉

部
長

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

応
じ
た
個
人
の
避
難
支
援
プ

ラ
ン
（
個
別
計
画
）
の
作
成

に
向
け
、
防
災
部
局
と
福
祉

部
局
で
要
援
護
者
情
報
の
収

集
・
共
有
の
方
法
、
避
難
準

備
情
報
等
の
発
令
・
伝
達
・

支
援
体
制
な
ど
を
明
ら
か
に

し
た
「
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
プ
ラ
ン（
全
体
計
画
）」

を
二
十
一
年
度
に
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

ニ
ュ
ー
ス
等
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
救
急
搬

送
時
の
不
手
際
は
人
ご
と
で

は
な
く
、
大
き
な
懸
念
材
料

で
あ
る
。
本
市
の
救
急
隊
の

数
、
出
動
件
数
、
搬
送
状
況

を
聞
き
た
い
。

消
防
長

救
急
隊
は
平
成
十

九
年
四
月
か
ら
六
隊
で
運
用

し
て
お
り
、
一
隊
を
予
備
隊

と
し
て
準
備
し
て
い
る
。
過

去
三
年
間
の
救
急
搬
送
件
数

は
年
間
一
万
一
〇
〇
〇
件
前

後
で
推
移
し
て
お
り
、
平
成

二
十
年
の
搬
送
先
医
療
機
関

は
、
平
塚
共
済
病
院
が
約
四

三
％
、
平
塚
市
民
病
院
が
約

三
六
％
、
東
海
大
学
医
学
部

附
属
病
院
が
約
七
％
、
そ
の

他
の
二
次
医
療
機
関
が
約
九

％
で
、
大
半
が
市
内
や
近
隣

の
医
療
機
関
で
あ
る
。

議
員

本
市
の
救
急
業
務
の

体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

消
防
長

平
成
二
十
一
年
四

月
開
所
の
土
沢
分
遣
所
に
消

防
と
救
急
活
動
を
併
せ
た
消

防
救
急
隊
を
試
行
的
に
配
置

す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
配
置
に
よ
り
、
救
急
業

務
の
充
実
強
化
が
図
れ
る
も

の
と
考
え
る
。
ま
た
、
現
在

の
救
急
救
命
士
の
有
資
格
者

は
三
八
人
で
、
救
急
現
場
へ

の
配
置
は
二
六
人
で
あ
る
。

で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
一

隊
に
二
人
配
置
で
き
る
よ
う
、

有
資
格
者
を
引
き
続
き
積
極

的
に
採
用
す
る
と
と
も
に
資

格
者
養
成
に
努
め
て
い
く
。

議
員

救
急
救
命
士
は
質
的

に
十
分
な
機
能
を
果
た
せ
る

の
か
。

消
防
長

救
急
業
務
の
高
度

化
に
対
応
す
る
た
め
、
病
院

実
習
な
ど
の
研
修
に
多
く
の

救
命
士
を
派
遣
す
る
と
と
も

に
、
消
防
機
関
と
医
療
機
関

の
連
携
組
織
で
あ
る
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

事
業
を
通
し
て
救
急
体
制
の

充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

焼
却
炉
を
緊
急
停
止

再
開
ま
で
の
予
定
聞
く

議
員

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇
一

の
認
証
取
得
を
取
り
止
め
、

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
本

市
独
自
の
環
境
施
策
に
取
り

組
む
と
の
こ
と
だ
が
、
平
塚

市
総
合
計
画
や
平
塚
市
環
境

基
本
計
画
な
ど
の
計
画
と
ど

の
よ
う
に
整
合
さ
せ
る
考
え

な
の
か
聞
き
た
い
。

副
市
長

総
合
計
画
や
環
境

基
本
計
画
の
一
部
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
進
行
管
理
を
Ｉ

Ｓ
Ｏ
の
中
で
重
複
し
て
行
っ

て
き
た
が
、
今
後
は
そ
れ
ぞ

れ
の
計
画
で
進
行
管
理
を
行

い
、
新
た
な
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
切
り

離
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員

増
大
し
た
運
用
管
理

事
務
を
ど
の
よ
う
に
ス
リ
ム

化
し
、
形
式
化
・
形
骸
化
を

防
止
し
て
い
く
の
か
。

副
市
長

シ
ス
テ
ム
の
簡
素

化
や
事
務
の
統
合
を
図
り
、

書
類
の
数
を
減
ら
す
な
ど
、

報
告
様
式
も
簡
素
で
わ
か
り

や
す
い
も
の
と
し
て
い
く
。

一
方
、
手
順
の
標
準
化
に
よ

る
取
り
組
み
の
形
式
化
・
形

骸
化
を
防
ぐ
た
め
、
各
課
で

個
別
の
目
標
を
設
定
し
、
取

り
組
む
項
目
の
中
で
目
標
数

値
や
実
現
方
法
、
確
認
方
法

等
を
明
確
に
示
し
て
「
原
因

の
見
え
る
化
」「
効
果
の
見

え
る
化
」
を
進
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
取
り
組
み
状
況
を

定
期
的
に
公
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の

対
象
施
設
を
伺
い
た
い
。

副
市
長

地
球
温
暖
化
対
策

へ
の
対
応
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
は
適
用
範
囲
外
で
あ
っ
た

学
校
施
設
や
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
た
施
設
等
も
含

め
、
段
階
的
に
す
べ
て
の
市

の
施
設
を
対
象
と
す
る
。

ＩＩＳＳＯＯにに替替わわるる
新新たたなな環環境境施施策策をを開開始始

昭
和
六
十
二
年
に
国
鉄
が

分
割
・
民
営
化
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

七
社
が
発
足
し
た
際
に
発
生

し
た
一
部
の
国
鉄
職
員
の
不

採
用
問
題
は
、
解
決
を
見
な

い
ま
ま
本
年
で
二
一
年
が
経

過
す
る
と
い
う
事
態
に
な
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
十
八

年
十
一
月
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際

労
働
機
関
）
の
日
本
政
府
に

対
す
る
七
度
目
の
勧
告
で

は
、
長
期
化
す
る
労
働
争
議

の
解
決
に
向
け
、
関
係
者
と

早
期
に
話
し
合
い
を
開
始
す

る
よ
う
に
勧
告
の
受
け
入
れ

を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
七
月
に
は
東

京
高
等
裁
判
所
か
ら
政
府
及

び
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
対
し

て
、
訴
訟
を
離
れ
た
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
を
促
す
提
案

が
な
さ
れ
た
。

不
採
用
と
な
っ
た
当
事
者

は
高
齢
化
し
、
そ
の
家
族
や

子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
、
人

道
的
見
地
に
立
ち
早
急
に
問

題
解
決
を
図
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の

早
期
解
決
に
向
け
、
一
層
の

努
力
を
さ
れ
る
よ
う
当
市
議

会
は
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日

平

塚

市

議

会

平成２５年度からの供用開始目指す
（（（（（（（（（（（（（（（（（（仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮仮称称称称称称称称称称称称称称称称称称））））））））））））））））））次次次次次次次次次次次次次次次次次次期期期期期期期期期期期期期期期期期期環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業セセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーー
建設費
運営費 ともに１４０億円超と算出

学校施設なども対象に

第 ��� 号

請願・陳情のてびき
市政について要望や意見があるときは、だれでも議会に請

願や陳情を行うことができます。
〈請願書・陳情書の提出方法〉
提出には、日付、住所、氏名（団体名・役職名）、あて先

（平塚市議会議長○○○○様）の記載と押印が（請願書には
紹介議員の署名も）必要です。
請願書の提出締め切りは、各定例会の本会議第２日目の午

後５時までです。また、陳情書は各定例会でおおむね３回開
催される議会運営委員会の２日前（土・日曜日、祝日を除く）
までです。
なお、提出された請願書・陳情書の写しは全議員に配付し

ています。
※請願者・陳情者の住所・氏名は一般に公開されますのであ
らかじめご了承ください。

平塚市環境事業センター

ひらつか議会だより

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
プ
ラ
ン

２１
年
度
に
全
体
計
画
策
定
へ

解体家屋を利用した救出訓練
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